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時間経過とともに消費傾向に変化している事が覗える。

５月末は燃料販売業のシェアが高かったが、７月には２位となっている。
反対に鮮魚、海産物販売業は２位であったが、７月には１位となっている。
３位、４位については均衡状態であるが、飲食業での使用が大きくなっていることが覗える。
この商品券は消費の二極化傾向を物語っている。生活に直結する商品を購入する方と普通は購買に躊躇しているものを購入する方の二極化している方を表している。
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5月 6月 7月

順位 業種 シェア率 業種 シェア率 業種 シェア率

1 燃料販売業 27.98%燃料販売業 25.07%鮮魚、海産物販売業 27.48%

2 鮮魚、海産物販売業 26.65%鮮魚、海産物販売業 24.86%燃料販売業 23.68%

3 婦人、子供服販売業 9.95%飲食業 10.90%婦人、子供服販売業 10.49%

4 飲食業 8.61%婦人、子供服販売業 10.53%飲食業 10.39%

換金率 46.10% 56.70% 65.20%


